
135.昭和59年度滋賀県下に

おける発掘調査の紹介

その 2

13.古代の村落を検出
.郷町大学雨降野雨降野遺跡

リ!，t"g~ほ幼強制iPjI.mに f* う i湖千t で、昭和59年 6 月から

実施した。当江主i也1;犬上川いよって形成された扇状地

に位巡し、立地形態1:1;EFI !~mJ法君主等ìÏi:跡に似る。

検出されたj遺椛(i~笹穴住居3+点、 f庇立住建物約 7 棟、

iiキ5条、 七峨十数J事などである。

髭穴住か}の平面}杉はすべて方形を呈し、 隣接する2

4取は北佐官制t央にカマドをむつ。主位li4本認められ、

l 織は建て{tえの痕跡をみる.懸穴住腐の北西'fl3Jには

南東から北i'耳へのびる泌がはしり、住民区を区磁iする

議と考えられる.

樹立;柱建物の位穴は平iJii方形の割高形をもつものと、

同形のものがあり、方形郷形の建物1;1:柱:筋を備え規則

正しく締祭されている.同形船形の建物は全体に~み

がみリ、上況の主s物より規肢は小さい。検出された建

物の中て¥方形術庁3をむつSB ]0]は3問X2問(3.8

X 4.45 m)の脱税をもっ総柱砲物で、梁行の方が長いo

*Hは平1M阿Jftのノj、住穴である。
、ゴ二機はいわゆるj瓜倒木によって形成されたもので、集
y ポクが同鍬形にj削れする。泌物 とm複するものはない。
泌物1;1:7 世紀後半か ら 8 世紀後半の土n~jR語、須 Y!;.(*罪

対i と 9世紀の灰~Ih陶総がゐる。造物の共1半|州系から笠

遺跡見学風祭

穴住居1;1:奈良時代前期に、持l!SLft建物li祭良時代中葉

以降のH与期に相当する。

以上のことから、雨降J1fi.立跡(;1:風Il¥J木等から勘案す

れば森にかζ まれた前代の4羽海でJうったと推察される。

ただ、それが犬上1>>1に凶行き Ilf.ニ糸思制I叫III}といかに

関わるか、また、当巡Lf事問jflにMめられる犬上部粂ID.

と /) 1，立を災にする11 ~匂 j山符I} とどのように l品l係するか、

他の遺跡とよじ紋検討を行、¥村の{立;j'，:づけ、 地域史的
総i生を l切らかにしたい。 (W~ t'i以数行委H会~与野泰樹)

14.奈良時代の集落跡を検出
甲良町足手尼子商遺跡

本開資{ま県道工4~に先立ち、昭HI59年 10月から60年

3月まで袋施したものである。:r.1:ff. riri +t'tは約2500111'て'
ある，

当遺跡は犬上川左岸に広がる肥沃なir'，純平野上に位
置する。主な倹J出ili械は笠火式住I"，;.J2棟、樹立住建物
10線以上、機1条、 ニ仁崎町}i);2JIもなどである。ζのうち

土疑義li平安11寺代以後に比定され、他の泣鱗のはとん

どは7世紀後半から8世J:紀後半に該当する.

笠穴住居I:h、ずれも平r(Jj方形を塁し、その規校は一

辺約6mのものから一辺 3m闘のものまで係々である。

i立構の造存度は良いが主位火l立明搬に検出されず、主

性;ペと推定される総火も淡い.また、カマドをwう伎
居が5械隊認さit、一仰はコーナーml分にあ リ、 姥遜

もjili:存する。他li'後火'1-'央節分に設ぼされている。

4町i立住建物もその1'Ji似li多憾で、耳HIiIJとp_91H1Jの建物
士li桜には相jsが秘められる。 lrtjUlJでは 51l.nX31l-¥jの南
北側と 、その北凶の2，:i/x2/111の総佐敏物lまL手形に

治

t思立柱建物(爾束力、ら)
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配寵される。また他の建物も規模は大きく、方位・建

物配置等に規則性が認められる。柱掘J1ラは l辺約 1m 

の偶丸方形を呈し、深さは0.6-1m をiHlJる。西側の建

物の柱穴は小さく王子部円形を呈し、規模は東側に比し

て小さく、重複する建物もある。

主な出土遺物は竪穴住居から須恵器、土師器、また

トレンチ中央部の土墳から近江型とされる土師器の長

!開設が、はほ完形品で検出された。ゴニ墳墓からは土師

器.llnや山茶碗の出ご!こをみる。
以上のように、当遺跡は奈良時代前期から後期に営

まれた集落跡である。特に、時期を相前後する竪穴住

時群とJ崩立柱建物群は、古代、湖東地域における集落

形態や住居構造の変遷を考える上で、注目すべき資料

である。(滋賀県教育委員会 務野泰樹)(柏田文雄)

待。条盟制施行の問題に新資料

愛知川町市@皆掛市@皆掛遺跡

filす逃跡の発掘調査は、間体営は場整備に伴うもので、

3年目を終えた o ieH卦遺跡については
今回、始めて調査を行った。現状景観として残る条皇

遺構との関連から両i玄跡を考えることにして、ここで

は共に、言}存在の概観を述べることにする。両遺跡はお

よそ、古墳時代後期から奈良時代にいたるものと考え

られ、竪穴式住居跡、端、二t.壊、掘立柱建物等からな

る。当該地は、犬上・愛知・神的のβ君1.1に及ぶ、東へ

31-32J支{頃奈|した統一条里と、南北方向を悲車Ihとした

と11乎称される条里的地割が施行された地域で

ある。市1)立跡はそのうち「古条里jの残存が想定される

地域で、前年、今年度の調査を通じて、土層内より現

状畦11咋に重なる畦Ill'ドを数本検出した。またそれに平行

して流れる治も石在認された。「古条盟Jは、これまでの

調査研究から統一条虫に先行するものであり、おそら

くは、下線を 1:':1鳳末期とし、使用尺!支を奈j史尺とする

といった !rii9卒が出されている。しかし、前回、今]耳の

調査を通じて、計倒的な条lTlI昧III半が想定されないこと

や、 ì~誌からの出土i立物から年代1況がずれることなど、

ネ会出した溝;

2 

今後の調査の課題として浮び上がってきた。背掛遺跡

は、 3者1.1にまたがる統一条里路行区域内にあり、奈良

時代後期の掘立柱建物、溝等を検出した。数郡にわた

る大規模な条虫施行の年代観については、犬上郡水泊

村、天平勝宝3年墾田地図に条里i珪畔が記載されてい

ることから、それ以前に「条里プラン」が完成してい

たことが考ーえられるが、今までのところ上隈を決定す

る資料を得ていなかった。沓掛遺跡、での今回の調査結

果は、それに対して、年代観を示すーっの参考資料と

なる可能性もある。以上、市、管制、両遺跡は、条里fwlj

施行との関連から、律令u寺代の開発の様相を考える資

料となるのではないかと忠、われる。

(愛知川町教育委員会西国 辰博)

16.縄文晩期の土器棺墓等の検出
五{盟荘回T木j荒木流遺跡

は、愛知JlIが箕作山塊に当たって流路を北

西に大きく蛇行させた所の左岸扇状地にあって、標高

115m前後をi!!llり、付近には古住地や問の沢などの湧水

地や低湿地が見られる。遺跡は、この湧水地に臨む微

高地に占地している。周辺には八日市市上日吉遺跡や

五似荘問I平阪遺跡等の弥生時代から平安時代にかけて

の大集落跡が蛸集し、また、 13fl乱期創建の寺院跡と目

される木流廃寺も、本遺跡の問1I1IJに隣接している。

間体営は場強引l1l事業に伴う発揃調査で、縄文11寺代晩

期の土器l''ù古~ 1悲と、古墳時代後期の竪穴住居跡5棟

分を検出した。土器棺慕は、直径50cm程の;支い二i二墳を

穿ち、口綾部を二重の，，:，，，;貯てー装飾した深鉢を、 21mli本

合せ口としてこ仁城底に斜行して安置したもので、底部

iWJの土総は、口径25cm器高36cmをiHllる。柁内には、骨

片等はjiZ存していなかった。竪穴住}苫閥、は、検出した

5械の内、完il:i!し得たのは SB 01とSB03と呼称する

2械である。 概111各を示せば、 SB01は南北4.4m東西4.7

mの方形ブランをし IJ日柱構造で、住居南用問中央に

造り付けカマドがあり、北恨の間寄りに長方形の土却を

が見られ、H'j'政六かも生1I れなし、。住民J~ミffTî の仁1 1央部は

竪穴住蔚跡



回〈踏み締まリ、その中央に長径40cm程の偏平な石が

据えられ、その上l釘t判定期主主によリ磨滅していた。時

期は 6世紀後楽に比定できる.なお、長方形土績に接

して長径60cm程の締阿形土嫌が検出され、底部より骨

片が採集されたが、住居に伴うものかは不明である。

S B03は、南北7.0m東西6.3mの規絞を有する比較的大

型の方形{主婦で、四位構造を有し、東EZ中央に造り付

けカマドをイ寸1mしている.住居の床面t阜、壁面の四周

帽 1rnはどが、床開よリ20cm位i寓くなってお札所請

「ベ y ド状J を旦している。カマドの南側には、一辺

1 111 i栄さ50cmはどの方形t嫌があり、土機底部から須
目立総t不 ・ ニ仁川総長矧~iiが出土し、 )\'i'日祝穴と見て大過な

かろう。この住居からは、比4史的多量の土総が出土し
ているが、 中でも、カマ ドの-It側めベッド状部分て¥

口径20cm株高33crnで平手付19.5eをilliJる土防総殺 2側や"が
:M~ぼした状態で出土したのが注目さ れる。 l時lUlIま 、 6

世紀前策である.

以上、水流巡跡{主、縄文11寺代と古墳時代~平安時代

の二l時期にわたる大~必であることが窺い知れた。特

に古tJi時代後jgJの後1i;1t.、同時代に属する平阪遺跡な
どと共に、阿1也t戒の哲長忍7ラスの前方後向境に比定

される、術I.lkmに位也する伊野部山の神古墳の造営に

深くかかわっていたものと理解できょう.

{五側五五町教育委員会林 純)

17.古道(中山道)沿いに開けた奈良・
平安期の掘立柱建物集落

安土町東老蘇立宿遺跡(II)

~\'L街遺跡{ま安十川T大字*老蘇字立宿に所イ正する古墳

~奈良 ・平安J羽の絞合遺跡であるが、当遺跡の北方約
3∞mには山道(中IJliti:)が来凶にのびておリ、当地先の
1宇:名 とも考え作わせてこニに何らかの宿場施設の存在

が忽定されるところでもある。

i昭和56年に災地された「立宿遺跡 I次調査」によれ

ば、古島I時代)jijJ切に相当する 2~東の盟主穴式住居とこ れ

を切るMで4会.'1'， ;された6j;~iの j~il.:ïT.ね滋;中ぬ( この う ち 2

郷立柱建物
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練1:1:念llIiと忠われる)などが検出されているが、奈良

・平安!¥fJのものと考えられる遺織としてはトレンチ南

部で検出の自然河巡のみであった.

今回の調査位訟は、 I次調査の北側隣按地にあたリ、

老議農業協同組合による大立乾燥施all建訟に伴ゥて実

施されたものである.検出遺締としては家良日制tに想
定される織立住建物4繊の他に、これよりは時期的に

古い翻犬遺機などがあげられる.~窃立柱建物11 S B 1 

(4 x 3問}、 SB2(3X3間 ・西而に 1間分の腐付
き)、 SB3(4X2jllj)、 SB4(2Xl問)と規棋は

様々である。このうち SB 1、SB2、SB 41;l:主軸

がほぼ同方向を示しておリ、 SB3のみが他の 3棟に

比べ若干7;伎を*へ扱っているようである。また SB
1、SB 31:1:切 リ合いの関係にあり、その前後関係に
ついては今のところ不明でめるが|司依tlJ:での建替えと

思われる。

これらの似立制:泌物鮮は前回の例経にて検出の掘立

住建物ともあわせて推測するに、奈良1切における中山

道沿いに立地する街道集縦であり 、近江八峨の馬淵・

武{左と五郎荘のift水との中間iにあって八円市方問への

分岐点と Lなる街地的な機伐を持つ然必ではなかうた

かと J恩われる。

当区域と中山道との間にあるはぽ 3∞mのさを白を縫
める遺織の推定と古代における駅伽!などとの比較検討

を加え、今後の給公に務めたい。

(安t町教行委}t会石総正白骨)

18.古墳時代の竪穴住居群
安土町慈恩寺慈恩寺遺跡

昭和59年度県営は場製制.iii:j}裁に伴う安土町慈恩王寺遺

跡の発保絢査を昭和59年5月から12月まで笑絡した。

過去2次にわたるWltrf.で当iiI附:は占杭Jf対t一室町時代
のi義務跡であることが判明している.今l両のWoJ変地は
前回調主i'J也の雨側のj数日J血で、遺跡のili[聞の拡大が予

恕された場所である。 fDI.).ff.J(Ij W 1:1:45心0111'で検出された
‘ーー ・回JゐF



主な遺品写Ii次のi通リである。

〔竪穴住居) I~，\J 1f.1ぱはl.f全滅で合jJ'16機検出された。

これらにr:料、世i.IJl1時代liiiJUIのよaf::が出-tしている。大
半がIit月九方/fJ.，(fしくは万l杉のフランを有し一部の住居

跡からカ 7 ドのif-i跡が検:11されている。

〔土機{築H洋〕今凶の湖-1f.J也の南阿部に設けたトレン

チに必いて、 2条の織に挟まれた節分に、土績が計73

2事互いに-l;JJ1)合 う形で検出された.大半の錫i形が「袋
状」をポし、 -j';)lのJ'I!上に焼土が検出されている。盟

主中よ 1)，む干の-t.側目Il. 県色土~;;:等が出土しておリ、

これらよりこの土J，I?(鮮は平安来JYJ-鎌{11時代の Lので

あると与えられる。

Ci静跡)各トレンチにおいて2ゆ-22条の鴻跡、が検出さ
れた。 ζれら/!J'll土、泌物から凡て、 1十'世・と市Jl'tl時代

に大別できる。t'tに後ポ-の中にはオ.総を多h!:に含むも

の もある。

上記の他、 ï~i ~良時代lìíJJUl q) ゴ二十慌 を多 htに含む土1Fi な

どが検出されている。

今回のi刻:n: 1;tキ.に ~11i水路放を対象に行った為、~的

な制査となリ、側々のi削減の形態、;脱t災等詳細は不明

な治:が多いが、当初号えられていた慈恩寺遺跡の範囲

はさらに胸部、凶部に広がり、 7iJJil時代前半の集落跡、

中世総務跡UI凶関係か)、中世寺院跡(主主恩寺・金剛j寺
関係)等のl時代官tを有するよとが判明した.さらに、
当遺跡の南に位;z.:する中R遺跡との側述等、今後の調
査が伎目される. (安土町教(fi;:只会 商家 it?朗)

19.弥生時代後期の方形周溝墓等を検出
近江八幡市千僧供町 白鳥川勧学院遺跡

近江八幡市千l~jlJt lUfの ílX~ )l 1 改修事業に伴う勧学院

遺H品、の発獄訓告は、H削羽田年度から59年度にかけて、

馬淵小学校グラウンドの京地区、同選8サ線南地区、

および上流閉山地区に』づいて災総した。その品古来、弥

生H寺代後!日lからj引l士にいたるil'l仰を餓泌することがで

きfニ。
小学校グラウンド米地|亙では 、 ~J;~~. I時代後期に属す

電~l::泳jf鳴ると =与えられる ïï形周百年暮

弘、証想溢 3)，~以上、 奈良 i時代までに
}'Il.没したと思Lわれる流路跡

( III白ね川流路か)、奈良時

代から平安l時代にかけての

術立tl必物3f東以上、議な
どを検出した。方形周溝墓

11 、東南*~Oぷmの場/内遺

跡の住居跡群に対応する纂

城としての位置づけが想定

. さltる。流路跡11、上流西

方形周溝墓検出状況 L~地区でむ続きを検出して

いる 。 また、このJ也i丘では、~J'(!J!:日品作身、鉄製鎌、消

石製ノj、玉を盟主将iする小土弘首を検11¥している o ~n !t.(<.器の

形態よリ 6世紀前半tfiのj立総と忠われ、何らかの祭最E
にかかわるしのであろう。

国道8号線T街地区11、「な/1勾Jなどの小字名が銭さ

れて必リ、 -T-j~供廃~干の羽生定地と 8・えられている場所

であるが、後世の開発が苦しく、弁院にi刻i宣する遺構、
造物は認められなかった.かわって、近代まで機能し

ていたと忍われる竹製陥泌をJ'P.殺する不i~IUI~、お*IUt­

戸などを検出した。

r~JJ学院i遺跡周辺 iま、 rlH生mlWの所イ1:が~1Il定されて お・

リ、 またj立跡の北il1を旧rl'l山il1が束定するなど、古代

よリ箆嬰な位低を占めてきたJ也M.である。今刷、検出

された荻良H与代から平安I"~代にかけての州立校建物、

銭高なj立物などは、そのIHJの.;J.i，'h'10一対日をもの部るも

のであるかもしれない。

( (1I~)滋 t'( ~~文化財保Itl盛 |励会 ITI附 正幸)

20.中世の屋敷跡(館)
中主町吉1也吉1也大寺遺跡

.tl L Hねてら

もrJt包チ王寺遺跡11 、 [1 'セ l灯-，'jJ也字 :\'Hli~肢を 9 ' 心に所不仁
する奈良11与代から近世におよぶj書跡て・ある.

今年度の第 7次調.ftl立、伊1人住宅生llJliに伴う Lので、

約24001げを対象とした.今刷の例代成*は、昭和56'ド

よリ「中世の保敷跡」ではないかとの推測のらとに進

めてきた第1次~第6次までの別企に隊ffiをあたえる

Lので、二重のJ;t;!に閉まれた鎌倉来~索町前身ドにかけ

ての大規桜な屋敷跡(館)のi有コーナーと昆4宮内の一区
画を確認した。

検出された遺構は、平安H

J綴筏立住建物者訴宇と2絞裂f合予しておリ、総数の村:穴が-l;JJりあっ
ている。この内aHJ!<Hみの治的としては、一辺50111余り
を検出した申1[(，8m、深さ 2111と、 ITI;i3 111、深さ1.3111の

二重にj怒る似て¥ 内功I!の筒コーナーは外崎11のように述

絞せずー上L勝切 il ている。また l)i J~ll 来 IIl1J では 、 jj~!l;' に

おりるこ とのできるテラス;1)(の 2ド .II~， J 也 を l かjìjfイ'Fって

検出 i盆構
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いる。内JAi内には、間1m、深さ 1rnの滋で区岡され

た一辺18mX25 川、 l:~450m'の小区画があリ 、こ の区関

内に井戸、土娘、建物跡等がみられる。

この屋敷跡は、昨年度に鯛査した光明寺遺跡内の屋

敷跡とともにほぼ何時期の遺締であリ、今後間遺跡の

性紛とと Lに側査を成果にょせる期待は大きい。

{中主町教ff155貝会辻 広志)

21.歴史時代の建物群
中主町西河原森の内遺跡

本遺跡は中主町の区画悠理事業に伴う事前銅査とし

て発倒絢交を行った。制査対象(1会て都市計画街路部

分に当たり、総5制linH員(J.約8100rn'に及..i:。
制効5の結娘、弥生時代I1iIJglから室町時代にかけての

) 遺跡である棋が判明した。

A区 室町l時代を中心とした集孫跡である。ノj、泌に

よる区閣が設けられた建物鮮が4t洋干HEすると考えら
れるが、下水逃工事によりかな りHe乱されている為に
l珂際に.f;r~訟できるものは ar.だけである。主な遺総{ま

位穴、諸事、土郷、井戸絡があり、各巡~l院内より土Ci~r.号、

輸入陶彩、 1ti楽、古瀬戸、五倫階、漆若草が出土してい

る。

B区 上層において平安時代の綴立柱建物群を検出

した.現在のところ明仰に復元出米る建物は2X3間

のもの 1憾のみである.組物の)j{，立は南北万向から東

へ約131.交振っている.同方向性を Lつ鴻も 多数検出し

たが往絡は不明である.:1¥::1ユi遺物には土陶器、須窓普号、

ヨ息苦手ti!量u民忠2器、灰利l陶骨量)、内而鋭、占銭 (際平水
宝)等がある.

下精では条良時代の掘立F主主I!物討を検出した。建物

は少なくとら10似以上はず].;(1:した Lのと考えられ、2

X 3111J、2X 4 J日lの鋭似のものが主に 九める。特にi:i:

) 目されるのは州方の一辺が約J.51l1を測る建物の存在で

ある。規棋は トレ ンチ外へ官11(j"るねに判然としないが

2 X 4IUJJ:).J:.と巧-えられ、 れのJ友きl取り痕がl列|僚に残
存し て いる 。 ~:tの í(i僚は 30('111以上 と般駁され るこの主!!

事黙式部一 三共丘
河台句叫戸岬岬-_ 噛 ー - ~~， 吋ホ・'1'::...ザド_..--.，-、
ア守間払い骨
h・1

・-包ー .
'・‘.，、-z、、，
弘、:‘-
jぎぶ守

;M .錫立柱建物跡
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物を含む建物鮮の性絡については務理11作業の進展を待

って解明したいと思うが、当地においての宥力者の居

宅等とするのが妥当と巧・える.

{中主町教育委員会山悶謙吾)

22.古墳後期~室町時代の2層の遺構面
中主町八失八夫i宣E夢

中主町λ長i!iil側、野洲川の沖積地に立地し、現在
の八夫~1äの西北にiJì.留する.鯛司~11 、農業用倉庫の

建築に伴うものでi昭和59年12月に実施した.

調査の結来、 2つの逃附i舗が織犯き ltた。 第 l遺構

雨iま、 室町時代の井戸 1)，~ 、 七機lt.~と数例の住穴を

検出した。第2i立椛I(lj11、平安H寺代後期の井戸 l基、

奈良H寺代の州立俗:泌物 l 棟、 占明時代後JUIの土割高 2 ~主

を検出した。

~J町時代のチ1・戸 1;.1:、 i白後 !J. 111 を越える大J~'1 で 、 4日iJ彩

より ';.i;' 計十、 ff'i楽~にi1~ じって的路、 ;;rJ. JL、古JJ'îl時代の

須j志椋が出土した。平安11年代後j~lの4J:j'は 、直径I.lm 、

泌さ 1mで士山百慌の小.UlL、iI.¥色-tw.fl潟、灰漁I1、線利l陶
総などが出土した。

若君良|時代の縮立生以主物1: 、 tfli形がß，~l九1j形で主制i を

策lよ171変娠るがi部Ifi.ltlJ.のI剥係からその規桜は確認でき

なかった。 その他H穴に盤惚が}~られるニとから 2 時

期以上の綴立住建物の存イ正が考えられる。占墳時代後

期の土機のひとつは、 2. 2 rn X 1 . 32m以上の不務円形

で井戸に切られている。深さ11、O.2rnm恋昔告のま提や高

杯を出土した.もうひとつの土横Ii、絡阿形 (O.86X

O.38rn)で深さ0_6mを測る.m:lこ11、H託灰色粘'l1.土、

須恵絡め1ffi3、行t1 、保身 1 を j型納していた。特 l二~;1-

身は、口径19_6cm~]jさ 6 側、立ち上がり部商O.7cmの犬

!盟で全体の%が残存していた。内外聞にろくろナデを

施 し、底部はヘラ自1)リを行っている。この村lの策杯は

![!t ifJI川流域を中心に分布し、身h'再1えびその周辺での:J~，

ニヒ が知1 られている 。 また ~!!:i?')1'1 から ~n.I~~保(口径29cm )

の杯!r.u，:1-1十守して，t-i')、名宅前日!日のiiJ物と思われる。 そ
の他包含Mから弥ゴ~11.¥'代Ir' J!)Jのゴ'.?，語、>J<iIJ.)'i刀イ11宇が
:.Uこl-_しておりさ:'，11寺から:iUllfll中代まで断続的によ長滋が営

土領内遺物出土状況



まれたと思われる。(中主町教育委員会徳網克己)

23.古墳時代初頭の竪穴住居群
草津市下物町・芦浦町槍皮堂遺跡

"れとど令

格皮全遺跡は、I，'tiI!市下物町字繍皮金および芦浦町

字下笠に所在する遺跡で、かつて縄文式土終が出土し、

注目されたことがあったが、本格的な調殺がなされた

こと lまなかった.

昭和59.if3月に当地で合lij!主主設が計画されたため、
2次にわたリギlliJ発.nti，rgH'Eを災地したところ、古漬時

代l狗H}Jから中 l~1 の盟主穴{主肘糊:および、奈良時代以降と

思われる術立住泌物跡:が検HIされた。特に第 2次調主主

で発見された経穴住崎跡iよ、 4籾iが.m複して存夜し、
建て43とえが行わnたことを示している。 ;;IU誌は、 最大
が一辺5.2111、最小が一辺3.7rnて¥新しくなるほど大

きくなる{頃向 がめる。 ，1"Þ.穴泊'li'mfi~できたの は 2 恒| 自の

{主席で、 中央にH'i:縦穴と思わttる小土』践が存在する。

/ 

5 月より当地のj立跡の実態を把保するため発i~Ail調主任を

開始した。調査の飯、図tj.!孟水資制WfI発公開であり、当
地が南iolJJì変撲のよ近場に~ばれたためである。

遺跡{卓、烏丸崎の先端からそのJt;部に及び、その面

積はおよそ50.∞Onl'・以上に途する Lのである。会商調
査を実施している最先織の10，0∞nずでは、現住のとこ
ろ 2棟以上の竪穴住居跡ÀIt玉作工房、 23~.~以上の方形

周溝募群がある.

工房はその規模を知るための抑リ下げしかしていな

いが、攻玉関係の遺物は数万点に及ぶとみられる。わ

けても、管玉の米製品、 i!if刊の少ない角玉未製品、石

錐1 針)と1Iif'.(まれる穿孔総の先制1~11 、 さらに製作工税を

示す原石、さらには耳iMを符11るためのイ7飢ーなどが多数

出土 し て い る。 Jjj\石 IH与玉であり、お~~I，:Iまメノウと頁

岩である。 また、1.i i1.~ 1;1: ~，U'Ît g喝告であるが、これらは

いずれも日本仰の[11あるいは利秋ilIIJI(jjから入手さ れた

ものである。.Iu)自体の抗11リ下げはEI下rl'l'ji!ijrl'であ り、

年代のj決定もそのH寺点をまたなければならないが、弥

生中JUIの前半を下ることはない。
なお、工房をさけるようにi1If3};r;lH.~必が:11 土しはじ

めているが、 現在までそのlA~リ下げは災施しておらず

その実態はきだかではないが、これら Lまた散見され

る造物から弥生ItH~r"mJを下るむのではい。 そして、

試鋸調査時におけるマウンドのたち~ll リから UJjの木

絡が検出された.結1刈il後に木U板を心ち底板、重量級、

側J阪をむつものであるが腐桁したものか片側の側板は

認められなかった。 また、出1:泌物{，f突出されなかっ
た。

笠穴住居跡 以上のように調子tli岡下i1!l行tドであるが、明瞭に7

造物(;1:、庄内式新段階から布切式占段階と時期幅が狭 ウンドや主体部を残す周泌必の存イEは注目すべきもの

〈、 ー隙当リの存お:WJIJ伺を求めることができょう。 こ である。さらに、玉作工房の存イ~I;I:、大中の湖南遺跡

の他にも、~~Iiり下げは行わなかったが、調査区北関よ や市三屯束遺跡に次ぐ発見であるが、ニニではメノウ

リ3Ht以上切り介勺た箆火{主府が検出され、第1次調 製石錐や角玉の存在など、近江主作j車問:の最古の可能

査と立会制_1'f.で隊総されたむのも介わせると 、相当数 性と その系絡をlIi怖tしておリ、主を;Jどめた支配者柴田

の{主Ji'-;'跡が有・:{-，:するものと忠わtl、付近に箆穴住康男5 はいずょにあったのかを究lりJする手がかりさえ物言語る

泌が広がっていると11ti1il1される。 1戸内市I"Jでは、野路 も のといえる。 (i~~nV，t救行後日会 丸山道平

岡凹辺U1J;で小世集干高に涜似して股火{主居 2縦が検出さ ・ al~) i:\H'l 県文化Itす保・設協会 |河本l設予)

れているが、他で1;1:~則 (Jr~ に Ii'm~.t'. されているものがなく、

j長滋と してJ巴雌できたのは本泣跡が初めてである。
滋穴住居の他に l阜、各;o~4従で量~r!Rの掘立検建物跡が

線認されているが、造物はほとんど出土せず、時期決

定は凶襲ftである。 (1山本市教育委員会藤街 朗)

24.弥生期の玉作り工房などを検出
掌添市下物地先 烏丸崎遺跡

遺跡l卓、古い野洲川の陶流が湖l中にはリ出した、芸草

津市下物地先の烏丸曲者を中心に広がる弥生時代前~中

mJの治勝であるが、 i益Ti県教育委員会では、昭和59年
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